
機械修理業における飛来・落下災害の死傷災害発生事例（2017年）
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建物内において、自社が提供した高圧機の修理作業中、圧力ゲージが0になっている事

を確認した上で、高圧機の配管を取り外す作業を行っていた。 しかし、配管内にゴミ

が詰まっていたため、実際には配管内には圧力が残っており、配管を外した際、残圧

によって激しく噴出した水を浴び、負傷した。
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実験室で工具顕微鏡により、サンプルの寸法を測定中、その後方でフード設置のた

め、工事業者が、工事看板表示及び区画整理をせずに作業しており、高さ2mの位置に

て不良箇所調整中にフードを落下させた。 被災者は前方を見て作業をしていたため、

フードの落下に気付かず、右肩から首にかけて強打した。 （フード：

900×750×H420ステンレス製約7.2kg）
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全身に衣装を装着し水域ショーに出演中、ステージ下での自由演技の中で、「足を少

し曲げてから両足で約30㎝ジャンプをし、足を曲げながら着地をした」際、右足ふく

らはぎに攣ったような痛みが発生した。 振りを軽減し最後まで出演した。 公演後に公

演用用船舶から、下船する時に右足ふくらはぎを攣り、足が着けられない状況となっ

た。
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会社工場内において、他の従業員と2人で重さ100㎏程度の機械の荷下ろし作業中、下

ろす際に機械が傾いて倒れ、右足の指を負傷した。
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出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
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